
12参
加
無
料

令
和
七
年

　
酒
田
市
に
伝
わ
る
「
中
北
目
神
楽
」
は
竹
田
、

本
町
、
新
町
、
肴
町
な
ど
の
松
山
地
域
の
ほ
か
、

生
石
や
飛
鳥
、
庄
内
町
な
ど
二
十
七
を
超
え
る
神

楽
の
源
流
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り
は
慶
長

年
間
の
こ
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
約
四
百
年
前
か
ら
現
在
ま
で
、
連
綿
と
受
け

継
が
れ
る
中
北
目
神
楽
に
つ
い
て
、
道
具
、
映
像

資
料
な
ど
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／

松
山
の
宝
推
進
協
議
会
事
務
局

（
松
山
総
合
支
所
内
）

電
話
　0234-62-2611

会
場
：
松
山
城
址
館 日

14

中
北
目
神
楽

四
百
年
、
舞
と
囃
子
を
受
け
継
い
で

午
前
十
時
〜

講
師
：
中
北
目
神
楽
保
存
会

申
込
：
十
二
月
十
一
日
ま
で
、

           

下
記
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

　
　
　
電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　
　

松
山
の
宝 
茶
話
会

の

歴
史
に
触
れ
る
中
北
目
神
楽
と
は


